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改
正
農
業
委
員
会
法
に
つ
い
て

1  
農
地
等
の
利
用
の
最
適
化

の
推
進

2  
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委

員
の
設
置

3  
農
業
委
員
の
選
出
方
法
の

変
更

①�

公
選
制
か
ら
地
域
推
薦
・
公

募
に

②�

認
定
農
業
者
を
過
半
に
・
利
害

関
係
者
以
外
も
登
用

③�

年
齢
・
性
別
に
著
し
い
偏
り

の
な
い
登
用
促
進

4  
農
業
委
員
と
農
地
利
用
最

適
化
推
進
委
員
の
活
動

と
連
携

5 
農
地
制
度
も
改
正
さ
れ
ま
す

①�

農
業
生
産
法
人
か
ら
農
地
所

有
適
格
法
人
へ

�

・�

法
律
上
の
名
称
を
農
地
所
有

適
格
法
人
に
変
更
し
ま
す

�

・�

構
成
員
に
占
め
る
農
業
者
以

外
の
割
合
も
議
決
権
の
二
分

の
一
未
満
ま
で
認
め
ま
す

�

・�

法
人
の
理
事
等
の
要
件
も
１

人
以
上
が
農
作
業
に
常
時
従

事
す
れ
ば
足
り
ま
す

　　
甲
府
市
農
業
委
員
に
つ
き
ま

し
て
は
任
期
満
了
で
あ
る
平
成

29
年
７
月
30
日
ま
で
経
過
措
置

の
た
め
任
期
は
継
続
い
た
し

ま
す
。

平
成
28
年
４
月
１
日
か
ら
改
正
農
業
委
員
会
法
が
施
行
さ
れ
ま
す

施
行
後
の
主
な
改
正
点
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す

①

農業経営の規模の拡大 

耕作に供される農地の

集団化

 ⬇
担い手への農地利用の

集積の推進

農業委員会が委嘱します

農業委員会は、農地等の利用の最適

化の推進に取り組む体制を強化する

ため、地域の農業者等から候補者の

推薦を求め、農地利用最適化推進委

員を委嘱します。

②

農地等として利用すべ

き土地の農業上の利用

の確保

⬇
耕作放棄地の発生防止 

解消の推進

③

新たに農業経営を営

もうとする者の参入

の促進

⬇
新規就農、企業等の

農業参入の支援

農地利用最適化推進委員
の選任方法の流れ

農業委員の選任方法の流れ

⬇

⬇

農業委員会

最適化推進委員の役割

最適化推進委員は、担当区域

において、担い手の農地集積

化耕作放棄地の防止・解消な

ど、農地等の利用の最適化の

推進のための活動を行います。

農業委員は、合議体として最

終的な意思決定を行ないます。

また、農地利用最適化推進委

員と連携し、農地等の利用の

最適化を推進します。

農 業 委 員 の 役 割

☆ 

そ 

の 

他 

☆

最
適
化
推
進
委
員
は
農
業
委

員
会
の
求
め
に
応
じ
報
告
・

意
見
を
述
べ
ま
す
。

農
業
委
員
の
選
出
に
つ
い
て

は
公
募
に
な
る
た
め
選
挙
人

名
簿
の
登
載
申
請
書
の
提
出

は
廃
止
に
な
り
ま
し
た
。

農地利用最適化推進委員

地域の農業者や農業団体

委嘱

推薦・公募

連 携

市  議  会
市
　
　
　
　
　
長

農
　
業
　
委
　
員 

地 

域 

の 

農 

業 
者

及 

び 

農 

業 

団 

体
任　命

同 

意

推薦・公募
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�

毎
月
の
定
例
総
会
・
農
地
調
査
・

運
営
委
員
会
・
各
地
域
ブ
ロ
ッ

ク
会
議
・
編
集
委
員
会
な
ど
の

各
会
議
、
農
地
利
用
集
積
業
務

（
農
地
銀
行
）・
農
地
利
用
状
況

調
査
・
農
地
基
本
台
帳
補
筆
修

正
業
務
、
各
地
域
に
お
い
て
農

業
に
対
す
る
相
談
・
手
続
業
務
、

互
助
会
総
会
、
更
に
は
研
修
や

行
事
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

○
５
月
28
日
（
木
）

　
東
京
都

　
全
国
農
業
委
員
会
会
長
大
会

○
10
月
６
日
（
火
）
７
日
（
水
）

　
笛
吹
市

　
山
梨
県
市
町
村
農
業
委
員
会

　
会
長
会
議

○
10
月
14
日
（
水
）

　
甲
府
市
役
所
市
長
室

　
平
成
28
年
度
甲
府
市
へ
の
建

　
議
書
提
出

○
11
月
３
日
（
火
）

　
小
瀬
ス
ポ
ー
ツ
公
園

　
第
42
回
甲
府
市
農
林
業
ま
つ
り

○
11
月
12
日
（
木
）

　
山
梨
県
地
場
産
業
セ
ン
タ
ー

　
地
区
別
農
業
委
員
等
研
修
会

○
11
月
13
日
（
金
）

　
甲
府
市
中
道
公
民
館

　
中
道
地
区
農
地
銀
行
推
進
員
会
議

○
11
月
17
日
（
火
）

　
山
梨
県
地
場
産
業
セ
ン
タ
ー

　
県
農
政
推
進
農
業
委
員
大
会

○
11
月
20
日
（
金
）

　
静
岡
県
島
田
市

　
先
進
地
視
察
研
修

○
12
月
10
日
（
木
）

　
南
ア
ル
プ
ス
市

　
中
北
地
域
農
地
集
積
推
進
会
議

○
12
月
18
日
（
金
）

　
甲
府
市
南
公
民
館

　�

中
ブ
ロ
ッ
ク
農
地
銀
行
推
進

員
会
議

○
２
月
５
日
（
金
）

　
南
ア
ル
プ
ス
市

　
ブ
ロ
ッ
ク
別
現
地
研
修
会

　（
北
ブ
ロ
ッ
ク
主
催
）

　
平
成
27
年
11
月
20
日
（
金
）

に
島
田
市
農
業
委
員
会
へ
の
視

察
研
修
を
実
施
い
た
し
ま
し
た
。

　
島
田
市
農
業
委
員
会
は
昨
年

５
月
に
全
国
農
業
会
議
所
と
全

国
農
業
新
聞
が
主
催
す
る
「
第

７
回
耕
作
放
棄
地
発
生
防
止
・

解
消
活
動
表
彰
」
の
農
林
水
産

大
臣
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　
耕
作
放
棄
地
再
生
へ
の
取
り

組
み
活
動
に
つ
い
て
は
、
農
地

相
談
員
を
設
置
し
地
区
の
状
況

に
合
わ
せ
、
新
規
就
農
者
や
農

業
参
入
法
人
の
受
け
入
れ
を
は

じ
め
、
水
田
及
び
蕎
麦
体
験
農

園
、
市
民
農
園
の
設
置
、
景
観

作
物
の
栽
培
、
担
い
手
部
会
に

お
い
て
は
若
手
農
業
者
が
特
産

の
茶
園
の
区
画
整
理
を
行
う
な

ど
、
多
様
な
手
法
に
よ
る
再
生
、

さ
ら
に
発
生
抑
制
策
を
進
め
て

い
る
各
事
例
に
つ
い
て
研
修
を

し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　
平
成
27
年
12
月
18
日
（
金
）

に
南
公
民
館
に
て
中
ブ
ロ
ッ
ク

農
地
銀
行
推
進
員
・
農
業
委
員

と
の
合
同
会
議
を
開
催
い
た
し

ま
し
た
。

　
今
回
の
会
議
に
は
、
中
ブ
ロ
ッ

ク
を
拠
点
に
営
農
を
開
始
し
た

新
規
就
農
者
、
及
び
営
農
に
向

け
て
準
備
中
の
新
規
就
農
予
定

者
を
招
き
、
地
区
の
農
地
銀
行

推
進
員
・
農
業
委
員
が
農
地
の

貸
借
に
つ
い
て
、
更
に
営
農
の

様
々
な
方
法
に
つ
い
て
助
言
い

た
し
ま
し
た
。
参
加
者
に
つ
い

て
は
地
域
農
業
従
事
者
の
核
と

な
る
こ
と
を
願
い
ま
す
。

　
　

ア
ラ
ラ
・
シ
ェ
ー
ン
様
　

　
国
籍
は
米
国
で
す
が
、
日
本

生
ま
れ
の
日
本
育
ち
で
39
歳
の

男
性
で
す
。

　　
市
川
三
郷
町
の
農
業
生
産
法

人
で
１
年
余
り
野
菜
の
露
地
栽

培
の
研
修
を
受
け
、
甲
府
市
に

お
い
て
新
規
就
農
を
希
望
し
白

井
町
及
び
上
曽
根
町
に
農
地
銀

行
制
度
を
通
し
て
、
就
農
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
今
後
は
近
隣
の
農
家
の
経
営

を
参
考
に
堅
実
な
る
営
農
計
画

を
立
て
、
水
稲
・
野
菜
農
家
と

し
て
自
立
し
て
行
く
こ
と
が
期

待
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

農
業
委
員
会
活
動
報
告

中
ブ
ロ
ッ
ク
農
地
銀
行
推
進
員

農
業
委
員
合
同
会
議

新
規
就
農
者
紹
介

（
中
道
地
区
）

合同会議の様子

上曽根町の農地において
土づくりに励む 本人 (右 )

静岡県島田市視察

今
年
度
・
農
業
委
員
の
活
動

静
岡
県
島
田
市
視
察
研
修
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今
年
度
の
栽
培
を
振
り
返
り
、

春
か
ら
始
ま
る
新
し
い
作
に
向

け
て
、
反
省
点
を
活
か
し
て
頂

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
今
年
度
は
、
４
月
上
中
旬
の

低
温
・
降
雨
に
よ
り
発
芽
が

平
年
よ
り
４
日
遅
れ
ま
し
た
が
、

５
月
に
入
る
と
一
転
し
て
高
温

乾
燥
と
な
っ
た
こ
と
で
、
ジ
ベ

レ
リ
ン
処
理
の
効
果
が
薄
く

な
っ
た
こ
と
か
ら
、
デ
ラ
ウ
ェ

ア
を
中
心
に
有
核
の
混
入
が
問

題
に
な
り
ま
し
た
。

　
対
策
と
し
て
は
、
春
先
の
低

温
等
に
よ
り
初
期
生
育
が
劣
る

場
合
に
十
分
な
灌
水
と
と
も
に
、

速
攻
性
の
窒
素
肥
料
を
施
肥
す

る
な
ど
、
強
め
な
樹
勢
を
維

持
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
第
一

回
目
ジ
ベ
レ
リ
ン
処
理
に
は
必

ず
ア
グ
レ
プ
ト
液
剤
を
加
用
し
、

処
理
時
期
に
乾
燥
す
る
場
合
は

圃
場
へ
の
灌
水
、
棚
散
水
を
行

い
、
ジ
ベ
レ
リ
ン
の
吸
収
を
促

進
し
ま
す
。
ま
た
７
月
上
旬
〜

８
月
中
旬
ま
で
昼
夜
と
も
高
温

が
続
き
、
例
年
で
は
問
題
と
な

ら
な
い
巨
峰
で
も
着
色
不
良
が

見
ら
れ
ま
し
た
。
対
策
と
し
て

は
着
粒
が
多
く
、
大
房
に
な
り

や
す
い
圃
場
で
は
、房
づ
く
り
・

摘
粒
に
留
意
し
、
目
標
の
房
の

大
き
さ
に
収
め
ま
し
ょ
う
。
ま

た
、
着
房
数
が
多
い
圃
場
で
は
見

直
し
摘
房
を
行
い
収
量
調
節
を
行

い
ま
し
ょ
う
。
夜
温
を
下
げ
る
た

め
に
、
着
色
期
に
夕
方
散
水
す
る

こ
と
も
有
効
で
す
。

　
県
で
は
、
今
年
度
の
よ
う
な

異
常
気
象
と
呼
ば
れ
る
ほ
ど

の
激
し
い
天
候
の
変
化
に
対
応

す
る
た
め
、
農
家
の
皆
さ
ん
が

活
用
で
き
る
「
果
樹
の
気
象
災

害
対
策
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
を
策
定

し
ま
し
た
。
県
農
業
技
術
課
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
よ
り
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
で
き
ま
す
の
で
ご
覧
下

さ
い
。

htt
p://w

w
w.p

r
ef.y

a
m
a
n
a
s
h
i.

j
p/n

o
u
g
y
o
-
g
jt/i

n
d
ex
.ht

m
l

　　
甲
府
市
の
農
業
経
営
体
数
は
、

1195
経
営
体
で
、
平
成
22
年
と
比

べ
186
経
営
体
（
13.5
％
）
減
少
し

ま
し
た
が
、
法
人
化
し
て
い
る

経
営
体
は
11
経
営
体
で
22.2
％
増

加
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
総
農

家
数
は
2093
戸
で
、
307
戸
（
12.8
％
）

減
少
し
、
内
、
販
売
農
家
数
は

1115
戸
、
自
給
的
農
家
数
は
978

戸
と
な
り
、
そ
れ
ぞ
れ
13.6
％
・

11.8
％
減
少
し
ま
し
た
。
平
均
年

齢
は
68.7
歳
で
1.6
歳
上
昇
し
、
高

齢
化
が
進
ん
で
い
ま
す
。

　
農
業
経
営
体
の
経
営
耕
地
面

積
は
、
840
㏊
で
9.9
％
減
少
し
て

い
ま
す
が
、
１
経
営
体
当
た
り

の
耕
地
面
積
は
0.71
㏊
と
4.4
％
増

加
し
ま
し
た
。
耕
作
放
棄
地
面

積
は
223
㏊
で
12
㏊
（
5.7
％
）
増

加
し
、
耕
作
放
棄
地
が
進
ん
で

お
り
、
販
売
農
家
及
び
土
地

持
ち
非
農
家
が
所
有
す
る
耕

作
放
棄
地
の
割
合
は
そ
れ
ぞ

れ
8.1
％
14.7
％
増
加
し
ま
し
た

が
、
自
給
的
農
家
が
所
有
す
る

耕
作
地
の
割
合
は
8.3
％
減
少

し
ま
し
た
。

　
甲
府
市
で
は
、「
甲
府
ら
し

さ
」
を
有
す
る
地
域
資
源
や
、

こ
れ
を
活
用
し
て
生
産
さ
れ

た
商
品
等
を
「
甲こ
う

府ふ

之の

証
あ
か
し

」
と

し
て
認
証
し
て
お
り
、
こ
れ

ま
で
に
ク
ラ
フ
ト
系
部
門
の

ジ
ュ
エ
リ
ー
が
認
定
品
と
し

て
好
評
を
得
て
お
り
ま
す
。
今

回
、
新
た
に
農
林
産
物
部
門
を

設
け
る
こ
と
と
し
、
農
家
の
皆

さ
ん
が
丹
精
こ
め
て
作
っ
た

優
れ
た
農
産
物
を
認
証
し
、
全

国
・
世
界
に
情
報
発
信
し
て
い

き
ま
す
。

　
認
証
の
対
象
は
、
果
樹
・
野

菜
・
畜
産
物
な
ど
に
加
え
、
こ

れ
ら
の
も
の
を
活
用
し
て
農
家

が
作
っ
た
加
工
品
等
で
、
一
定

の
基
準
を
満
た
し
た
、
優
れ
た

農
産
物
・
商
品
を
認
証
し
ま
す
。

　
認
証
の
基
準
は
、
甲
府
市
産

で
品
質
に
優
れ
、
安
心
安
全
な

農
産
物
で
あ
る
こ
と
な
ど
で
、

次
の
「
甲
府
ら
し
さ
」
の
５
つ

の
カ
テ
ゴ
リ
ー
の
い
ず
れ
か

に
該
当
す
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。

特
選
…
甲
府
の
気
候
風
土
が

育
ん
だ
特
選
農
産
物
（
品
目
・

品
種
基
準
あ
り
）

巧
…
巧
み
な
技
が
育
ん
だ
農

産
物
（
品
目
・
品
種
基
準
あ
り
）

伝
承
…
甲
府
市
で
生
ま
れ
た
、

又
は
固
有
の
農
産
物

特
産
…
市
場
評
価
が
高
い
、
又

は
物
語
性
を
持
つ
農
産
物

振
興
…
地
域
振
興
の
取
り
組

み
に
よ
り
生
ま
れ
た
農
産
物

　
認
定
農
産
物
に
は
、
次
の
よ

う
な
ロ
ゴ
マ
ー
ク
が
使
用
さ

れ
ま
す
。

 

農
政
課

　 

℡
　
２
９
８
―
４
８
３
３

着色不良房
（ピオーネ）

普
及
セ
ン
タ
ー
コ
ー
ナ
ー

中
北
地
域
普
及
セ
ン
タ
ー

(

中
北
農
務
事
務
所 

農
業
農
村
支
援
課
）
℡
０
５
５
１
―
２
３
―
３
２
９
１

今
年
度
の
気
象
状
況
と

主
な
ブ
ド
ウ
の
障
害

果
樹
の
気
象
災
害

　

対
策
マ
ニ
ュ
ア
ル
策
定

農
産
物
認
証
制
度
制
定

2015
年
農
林
業
セ
ン
サ
ス

　

甲 

府 

市 

の 

概 

要

平
成
27
年
２
月
１
日
現
在



（5） 甲 府 市 農 業 委 員 会 だ よ り 平成２８年３月　　第６７号

蔵に展示の古時計

農
業
と
趣
味
の
古
時
計

　
荒
川
一
丁
目
　
五ご

味み

　
一か
ず

豊と
よ

　
私
の
居
住
す
る
荒
川
一
丁
目

は
、
甲
府
市
の
北
西
部
に
位
置

し
甲
斐
市
と
隣
接
す
る
地
域
に

な
り
ま
す
。
昭
和
二
十
年
頃
か

ら
三
十
年
代
頃
ま
で
は
見
わ
た

す
限
り
水
田
が
広
が
り
、
夏
の

夜
に
は
ホ
タ
ル
の
乱
舞
が
見
ら

れ
、
更
に
カ
エ
ル
の
鳴
き
声
も

聞
こ
え
る
よ
う
な
の
ど
か
な
農

村
地
帯
で
し
た
。

　
当
時
の
農
業
生
産
物
に
つ
い

て
は
水
稲
・
養
蚕
が
主
流
で
あ

り
畜
産
（
乳
牛
）
の
飼
育
も
行

な
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
現
在
に

お
い
て
は
地
域
全
体
が
市
街
化

区
域
と
い
う
こ
と
も
あ
り
ま
す

が
、
農
業
者
人
口
は
減
少
し
て

い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
農
地
で

あ
っ
た
場
所
を
居
宅
や
駐
車
場

な
ど
に
転
用
さ
れ
る
状
況
が
増

え
る
に
従
い
、
農
作
業
に
お
い

て
は
周
囲
の
住
宅
等
に
配
慮
し

て
い
る
の
が
現
状
で
す
。

　
こ
の
よ
う
な
中
で
何
か
趣
味

を
と
思
い
、
日
々
の
農
作
業
の

終
了
後
や
農
閑
期
を
利
用
し

て
、
十
数
年
前
よ
り
何
か
昔
の

物
を
大
切
に
後
世
に
残
そ
う
と

思
い
、
古
時
計
の
収
集
を
始
め

ま
し
た
。
現
在
に
お
い
て
は
明

治
・
大
正
・
昭
和
の
各
時
代
に

お
い
て
使
用
さ
れ
た
古
時
計

を
敷
地
内
に
あ
る
築
百
年
の
蔵

を
改
装
し
て
展
示
し
て
あ
り
ま

す
。
こ
れ
か
ら
も
健
康
維
持
の

為
に
古
時
計
の
収
集
に
つ
い
て

は
、
農
業
と
同
じ
く
精
力
的
に

活
動
し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

我
が
家
の
経
営

　
　
増
坪
町
　
萩は

ぎ

原は
ら

　
　
斉
ひ
と
し

　
我
が
家
の
経
営
規
模
は
地
元

に
所
有
耕
作
地
74
ア
ー
ル
、
北

杜
市
に
27
ア
ー
ル
の
借
地
に
お

い
て
、
洋
蘭
を
主
に
葡
萄
・
切

花
・
水
稲
な
ど
を
行
な
っ
て
い

ま
す
。
こ
れ
ま
で
の
水
稲
、
養

蚕
中
心
か
ら
花
卉
栽
培
・
野
菜

（
茄
子
・
キ
ュ
ウ
リ
）
等
の
施

設
栽
培
さ
ら
に
ス
モ
モ
や
葡
萄

な
ど
時
代
の
変
化
と
共
に
作
物

の
転
換
を
し
て
き
ま
し
た
。

　
私
に
お
い
て
は
、
高
校
卒
業

後
市
役
所
に
就
職
（
十
一
年
前

に
早
期
退
職
）
す
る
と
と
も
に

家
業
の
農
業
に
従
事
し
農
業
経

営
は
32
年
を
経
過
し
ま
し
た

　
我
が
家
の
生
産
主
体
は
洋
蘭

の
栽
培
に
な
り
ま
す
。
施
設
栽

培
の
洋
蘭
は
苗
を
購
入
し
、
三

年
間
肥
培
管
理
を
行
な
い
商
品

と
な
り
ま
す
。
出
荷
ま
で
に
は

三
回
の
鉢
上
げ
、
七
月
か
ら
十

月
に
か
け
北
杜
市
に
て
山
上
げ

（
避
暑
）、
肥
培
管
理
、
降
霜
前

に
山
下
げ
し
ビ
ニ
ー
ル
被
覆
、

慌
し
く
十
一
月
か
ら
十
二
月
に

出
荷
の
ピ
ー
ク
を
迎
え
、
年
明

け
早
々
か
ら
本
年
出
荷
株
等
の

鉢
間
隔
広
げ
の
移
動
や
芽
欠
き

の
作
業
に
追
わ
れ
ま
す
。

　
従
っ
て
、
我
が
家
が
農
閑
期

と
な
る
の
は
二
月
中
旬
か
ら
三

月
末
ま
で
の
期
間
で
す
。

　
花
卉
栽
培
の
生
産
農
家
の
収

益
性
は
高
く
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

私
の
好
き
な
洋
蘭
栽
培
を
生
業

と
し
て
い
ま
す
の
で
、
花
の
美

し
さ
を
生
産
者
の
任
務
と
し
て

そ
の
植
物
そ
れ
ぞ
れ
の
持
つ
能

力
、
生
命
力
を
最
大
限
に
発
揮

さ
せ
固
有
の
花
の
美
し
さ
を
最

高
に
引
き
出
す
責
務
を
信
念
に

生
産
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
近
年
で
は
、
世
界
的

な
景
気
低
迷
や
Ｔ
Ｐ
Ｐ
に
よ
る

輸
出
入
緩
和
な
ど
の
経
済
状
況

の
変
化
、
更
に
は
地
球
温
暖
化

と
思
わ
れ
る
異
常
気
象
に
よ
る

甚
大
な
災
害
な
ど
、
農
業
を
取

り
巻
く
環
境
は
大
変
厳
し
い
状

況
で
す
が
、『
花
は
一
つ
の
嗜

好
品
』
出
荷
に
お
い
て
は
良
品

生
産
を
心
が
け
、
購
入
者
に
愛

さ
れ
る
洋
蘭
を
健
康
で
あ
る
現

在
は
試
行
錯
誤
し
な
が
ら
、
地

域
農
業
の
活
性
化
を
含
め
頑

張
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

農
業
委
員
の
エ
ッ
セ
イ
集

農  

感  

記

第
三
十
二
集

シンビエンゼルチャーム

ショパンノシラベ



（6）平成２８年３月　　第６７号 甲 府 市 農 業 委 員 会 だ よ り

　
甲
府
市
と
連
携
し
な
が
ら
農

畜
産
物
の
Ｐ
Ｒ
の
た
め
『
こ
う

ふ
る
ふ
ぁ
ー
む
（
甲
府
市
野
菜

ソ
ム
リ
エ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
）』
20

人
（
年
代
は
20
代
〜
50
代
・
職

業
は
様
々
）
と
協
働
で
、
市
内

イ
ベ
ン
ト
を
中
心
に
地
産
地
消

の
推
進
・
食
育
の
活
動
等
に
務

め
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

　
七
覚
む
ら
づ
く
り
協
議
会
で

は
、
耕
作
放
棄
地
対
策
と
し
て

「
蕎
麦
の
実
」
を
栽
培
し
て
い
ま

す
。
平
成
27
年
８
月
に
住
民
総

出
で
手
蒔
き
し
た
種
が
実
を
結

び
、
11
月
に
大
型
コ
ン
バ
イ
ン

で
の
刈
取
り
を
行
な
い
ま
し
た
。

昨
年
の
手
作
業
に
比
べ
機
械
作

業
で
効
率
的
に
行
い
ま
し
た
。

　
編
集
委
員
の
皆
様
、
農
感
記

へ
の
委
員
か
ら
の
ご
寄
稿
、
さ

ら
に
関
係
機
関
と
し
て
紙
面
・

写
真
に
つ
い
て
ご
協
力
下
さ
い

ま
し
た
皆
様
、
誠
に
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

表
紙
写
真
の
紹
介

★ 

野
菜
ソ
ム
リ
エ

★ 

蕎
麦
の
実
の
収
穫

農
業
者
年
金
へ

　

    

ご
加
入
下
さ
い

祝
・
甲
府
市
農
業
賞

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

農
業
臨
時
雇
賃
金
等

標
準
額
に
つ
い
て

 

編  

集  

後  

記

農
業
委
員
会
か
ら
の

お
知
ら
せ

☎
２
３
７

−

５
８
９
２

　
平
成
26
年
及
び
27
年
に
締

結
さ
れ
た
農
地
賃
貸
借
契
約

に
お
け
る
賃
借
料
の
水
準
額

等
は
、
左
記
の
と
お
り
で
す
。

　
賃
貸
借
を
行
う
際
の
参
考

に
し
て
下
さ
い
。

　
農
業
者
年
金
は
国
民
年
金
だ

け
で
は
不
十
分
な
生
活
費
を
農

業
者
が
年
金
の
形
で
受
給
で
き

る
制
度
に
な
り
ま
す
。

☆ 

加 

入 

者 

条 

件 

☆

 

・
国
民
年
金
被
保
険
者

 

・
年
60
日
以
上
の
農
業
従
事
者

 
・
20
歳
以
上
60
歳
未
満
の
方

野
村
　
好
則
　
様

 

平
成
27
年
度
の
甲
府
市
農
業
賞

は
上
積
翠
寺
町
の
野
村
好
則
様

（
91
才
）
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　
上
積
翠
寺
町
の
洞
地
区
と
い

う
山
間
地
で
の
農
業
経
営
に
養

蜂
を
取
り
入
れ
、
地
域
的
ハ
ン

デ
ィ
を
克
服
し
、
環
境
を
活
か

し
た
複
合
経
営
を
確
立
い
た
し

ま
し
た
。
イ
チ
ゴ
栽
培
の
花
粉

交
配
用
ミ
ツ
バ
チ
の
供
給
や
蜜

源
植
物
の
普
及
導
入
に
努
め
ら

れ
ま
し
た
。
更
に
、
山
梨
県
養

蜂
協
会
の
会
長
も
歴
任
す
る
中

で
、
協
会
運
営
や
若
手
養
蜂
家

の
指
導
育
成
等
に
も
ご
尽
力
さ

れ
ま
し
た
。

　
平
成
28
年
度
農
業
臨
時
雇
賃

金
等
標
準
額
に
つ
い
て
は
、
４

月
中
に
甲
府
市
農
協
・
笛
吹
農

協
、
市
関
係
機
関
の
窓
口
に
配

布
い
た
し
ま
す
。

　
農
業
・
農
村
地
域
の
水
源
涵

養
・
洪
水
防
止
・
土
壌
の
侵
食

や
崩
壊
の
防
止
機
能
を
重
視
し
、

耕
作
放
棄
地
な
ど
の
深
刻
な
状

況
に
あ
る
中
山
間
地
域
で
の
農

業
生
産
の
維
持
を
図
り
、
多
面

的
機
能
を
確
保
す
る
観
点
か
ら

実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。
協
定
書

提
出
期
限
は
平
成
28
年
６
月
30

日
で
す
、
詳
細
は
農
政
課
へ
ご

連
絡
下
さ
い
。

平
成
27
年
度
実
績

協
定
名:

平
瀬
町
他
６
集
落

協
定
参
加
者:

102
名

協
定
農
用
地:

急
・
緩
傾
斜

協
定
面
積:

１
７
０
２
８
３
㎡

交
付
金
額:

２
２
４
万
３
０
９
１
円

　
農
政
課

　
℡
　
２
９
８
‐
４
８
３
６

作物区分 甲府市平均
旧甲府市

（平坦地）

旧甲府市

（山間地）
旧中道町

水　稲

平均額 １２，３００ １２，６００ ー １０，９００

最 高 額 ２２，６００ ２２，６００ ー １３，６００

最 低 額 ４,２００ ６，０００ ー ６，８００

データ数 １７８ １５１ ー ２０

野　菜

平均額 １１，７００ １３，７００ ー ９，６００

最 高 額 ２０，０００ ２２，６００ ー １５，４００

最 低 額 ４，０００ ５，０００ ー ２，８００

データ数 １７９ １０４ ー ６８

果　樹

平均額 １６，５００ ２２，７００ １３，８００ ９，２００

最 高 額 ３０，０００ ３５，６００ ２２，３００ １７，１００

最 低 額 ６，１００ ７，６００ ６，８００ ４，１００

データ数 １９９ ９２ ８３ ２９

（円／１０a当たり）甲府市賃借料情報

中
山
間
地
域
等
直
接
支
払

制
度
が
実
施
さ
れ
て
い
ま
す

第４２回甲府市農林業まつりにて表彰


